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ニンチン・カンサ(7,206m)

ラサから半日行程の所にヤムドク・ツォと呼ば

れる大きくて美しい湖があります。その湖を見下

ろすようにそびえているのが名峰ニンチン・カン

サです。日本隊は既に3隊が登頂に成功していま

す。ラサからゆっくりと入山し、登山期間は26日

間を予定しています。

HAJの登山隊は全てガイド登山ではありませ

ん。自己責任を認識して登山隊を構成します。

記

1．期間:1998年7月20日～8月25日(37日間）

2．募集人員:10名程度

3．負担金:80万円

4．〆切り:定員になり次第

5．申し込み:HAJ事務局まで

海子山(5,000m級）

四川省西部、理塘の南にある稲城県の名所、海

子山にて5,000m峰の登山とトレッキングを楽し

みます。先月号で紹介したように、古寺と湖沼の

多い知られざる地域です。隊長は酒井國光さんの

予定です。

記

1．期間:1998年8月1日～21日(21日間）

2．募集人員:10名程度

3．負担金:60万円

4．〆切り:定員になり次第

未踏峰（力バン6,717m)

ガネッシュ・ヒマールとランタン・ヒマールの

間は、数多くの知られざる山々があります。その

ほとんどは6,000m級ですが、これまで全く試み

られたことのない山群です。山容は7,000m級の

山です。楽しい登山が期待できます。概要は下記

のとおりです。

記

1．期間:1998年9月18日～11月1日(45日間）

2．募集人員:6名程度

3．負担金:95万円

表紙写真 クーラ・カンリ北面のベース・キャンプ地は、谷沿いにあり、春の時期は

毎日東西からの風に晒らされていたが、今春は特に東の強風に悩まされた。

BCから眼前にはいつもカルジャン中央峰（左。7,018m)と北峰（右．6,8

24m)が微笑んでおり、気持ちを慰めてくれた。央に未踏峰。

（記：山森欣一）
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アイカー北壁初登筆者

チベットの七年の著者ハインリヒ・ハラーに意外な顔が〃
ドイツの登山家ハインリヒ・ハラーは、ヨーロッ

パ・アルプスの魔の山、アイガー北壁を1938年に

初登肇し、その後ナンガ・パルバットの登山後、

第二次世界大戦の勃発によって、現地でイギリス

の捕虜になり、収容所を脱走、ラサに入り7年間

を過ごし、「チベットの七年」を出版し世界中で

大ベストセラーになったことで知られる登山界の

不朽のスターである。

ドイツの雑誌「Stern」が、実はハラーは

1933年に自発的にナチスのSA(Sturmabtellung)

に入隊し、5年後にはSS(Schutzataffel)に参

加して下士官になったこと、そして38年には、自

分と花嫁となる人が正真正銘のアーリア人である

ことの証拠を提出し、親衛隊のリーダーのハラー

に結婚の許可を与えてくれるよう頼んだことなど

を暴露した。

これに対してハラーは、声明を発表して、自分

は38年の限られた期間、スイス・アルプスのアイ

ガー北壁の4人の登山隊の一人として、確かにS

Sに加わったし、SSの連動インストラクターに

もなったが、教えたことは一度もなかった。と言

うのも、その後39年にはインド遠征へと行き、イ

ギリス人に捕まり、逃亡し、やがてダライ・ラマ

と仕事をするようになり、52年まで祖国に戻らな

かった、と言っている。そしてまた、SSの制服

を着たのも自分の結婚式の時、一度きりで、ヴロ

ツウフでの36年のスポーツ・フェステバルの開催

中に、ヒットラーや他の登山家達と儀式上の集合

写真におさまったことがあると言う。

突然とも思えるこのような事が騒がれている背

景には、ハラーの「チベットの七年」がアメリカ

で映画化されたことにあるようだ。「SEVENYE

ARSINTIBET」と題するこの映画は、スーパー

スター、ブラッド・ピットがハラー役で出演し、

若きダライ・ラマとの魂の交流を描いたものであ

る。

10月12日の朝日新聞は、［｢チベット」「ダライ・

ラマ」米で相次ぎ上映］と題して、「チベットの

- 1 -

七年」は、第二次大戦中にインドからチベットに

逃亡したナチ党員がダライ・ラマに出会って感化

されていく物語だ。人気俳優のブラッド・ピット

氏が主演している。中国軍によるチベット進攻時

の暴行なども描かれており、中国のチベット政策

を批判的に描いた。と紹介し10日に封切りとなり、

それを機会に、人権団体「チベット国際キャンペー

ン」が全米各地でキャンペーンを始めた、と報道

している。

一方、中国で発行されている「北京周報」の第

40号(10月7日付け)は、［ダライの「先生」だっ

たハレールはナチスの一味］と題する李建華の記

事を掲載し、李はその中で5月28日に発行された

前記シュテルンの記事を詳細に紹介しているが、

［世界の人々を半世紀にもわたって編してきたハー

レルのような人の言葉を信じることができるか、

人々は冷静に考えるべきではないか。ハーレルが

まっかな嘘をねつ造して自分の旧悪を隠してきた

ことがわかり、人々はどうして彼がチベットのこ

とを客観的に描き、それを公正的に評価すること

ができると信じることができようか。このナチス

の「昔の忠実な信徒」がナチスが敗戦した翌年の

1946年にチベットに逃げ、ダライの「先生」になっ

たのだから、当時11歳だったダライにと､んな影響

を与えたかを人々は問わざるを得ない｡]などと

述べ、［ハリウッドの芸術はナチス分子を讃歌す

べきであるとでもいうのだろうか｡]と結んでい

る。

また、10月23日付け読売新聞は、香港からのレ

ポートとして［ダライ・ラマ映画の公開可否］と

題してダライ・ラマをテーマにした米映画の公開

の可否をめぐり、香港で波紋が広がっていること

を伝えている。

1912年7月6日生まれのハラーは、今年85歳、

事の是非は別にして映画は感動的である。日本で

は年末に上映される予定。

（文責：山森欣一）



HAJ女性登山隊

氷山の父に登るパミーールの名峰

ムスターグ・アダ1997年夏の記録

したところ、快く引き受けていただき日本ヒマラ

ヤ協会女性登山隊として遠征することになったの

である。

遠征真近になると、隊長を引き受けたことの重

みをひしひしと感じた。過去のHAJ隊の全員登

頂などの記録にまどわされないように、安全に、

私達の登り方をしよう、そして、全員が無事に帰

国することを自分自身へ課した。

登山活動の前半は、天気に恵まれず3日間の予

備日を使いきっての登頂であった。群青色の空の

もと、無風状態で全てのものが味方してくれた8

月16日、4名が7,546mの頂に立たせてもらった。

登頂できなかった隊員も含めて「氷山の父」が、

私達を迎え入れてくれたのである。

ムスターグ・アダの登頂に成功すれば、女性隊

として国内初だということは計画の段階で聞いて

いたが、意識したことはない。また、国内の女性

隊として、シェルパ、ハイポーターなしの登頂は

今回がはじめてであることもカシュガルで合流し

はじめに

このムスターグ・アダ女性登山隊'97の計画は、

'94のHAJ日中友好女性登山隊（隊長・寺沢玲

子、隊員・沢田幸子、市川春代、辻野治子）が青

海省の玉珠峰(6,179m)の姉妹峰である玉虚峰

(5,933m)に登頂した際、その頂から遥かチベッ

トの方向にそびえているグラタンドン峰（6,621

m)を眺めた時から始まった。

玉虚峰の遠征を終えてまもなく、辻野治子が中

心になり“北海道の女性で海外遠征をしよう”と

各山岳会に所属している女性に呼びかけ、1年間

の準備期間を経て、’96年4月に女性の“同人・

ラリーグラス”を結成したのである。いろいろな

資料を調べ、ムスターグ・アダを同人・ラリーグ

ラスの最初の遠征の山に決めたのは、ルートエ作、

荷上げを自分達の力でできると思ったからである。

’93年から4回にわたり、ムスターグ・アダに

遠征している日本ヒマラヤ協会に派遣母体を依頼

ムスターク、・アダ峰への道

ムスターグ
ワ
I

ス
ト
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た日本ヒマラヤ協会の山森氏から知らされた。

ただ、自分達の力でルートを拓き、荷上げし、

7,546mの頂に立つことができたことは、それぞ

れの隊員のなかに何かの形として残っただろうと

思う。

個人的には、このムスターグ・アダを含めHA

Jの女性登山隊6隊の内4隊に参加したことにな

るが、6隊とも確実に引き継がれてきているのを

感ずる。そして、何年も経つというのに、人のつ

ながりは変わらずにいる。このつながりを大切に、

この遠征で経験したことを次へのステップにした

いと思っている。

最後に、多くの方々のご協力、ご支援に深く感

謝致します。また、同時期に登山活動をしていた

“スキーDEサミット隊（隊長・富岡一郎以下7

名）のご協力に感謝するとともに、ご迷惑をおか

けしたことをお詫び致します。

（記：市川春代）

リする｡21時30分北京前門飯店に着き遅い夕食と

なる。

7月17日北京一ウルムチ

CMAの5人と北京のホテルを出て街の繁華街

にある台湾料理のバイキングを食べる。CMAの

人達の食欲は大へんなもので少食？の私達は、びっ

くりしてしまった。15時10分北京を出発し、18時

30分ウルムチ空港に到着。ウルムチも夜の7時で

35度はあるが、北京と違いカラリとした暑さであ

る。道路の幅も広く街路樹もありやはり都市から

地方に来たと云う感じである。ウルムチ空港で連
デリシャート ヤースンメイメイト

絡官（地里夏提）と通訳（牙生買買提）に逢う。

特に連絡官は、まつ毛が長い22才のハンサムな青

年でまつ毛さんとあだ名をつけた。

7月18日ウルムチーカシュガル

ウルムチからカシュガル迄の飛行機が夕方の便

なので午前中は、日本へ出す手紙を書き午後から

は街に行きバザールを見学する。18時40分カシュ

ガル行きの飛行機に乗ると機内で扇子を渡され、

おみやげかと思いつつしばらく座席に座っている

と体中汗が出て来て、やっとこれがクーラ代わり

の扇子である事が解った。20時15分カシュガル空

港に到着。夜の10時を過ぎても明るいのに驚いた。

7月19日カシュガル滞在

午前中、カシュガル登山協会の倉庫で日本から

中国領パミールヘ

7月16日成田一北京

いよいよ出発である。15時20分成田空港を離陸

し、18時30分北京空港に着いた。CMAの趙建軍

氏の出迎えを受ける。大きなビルが立ち並ぶ北京

は湿度が高く気温も連日36｡Cという。少々ウンザ
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届いていた隊荷や、ヒマラヤ協会のデポ品の整理、

食糧の買い出しやらで忙がしい1日であった。炎

天下の中での作業の為か通訳の牙生が頭が痛いと

云う。竹内さんも朝方から腹痛、発熱でホテルで

寝ている。何処へ行っても暑い。登山期間中、喉

をうるおうとスイカ23個、メロン20個を多量に買

い求めた。

7月20日喀什一ケズ渓谷

11時30分トラックに荷物を積み込み喀什登山協

会を出発。今日は高所順応の為、ゲズ渓谷（2,300

m)でテント泊りとなる。有名なカラコルムハイ

ウェイを通る道路の両側には、ホプラが立ち並び

このまま、パキスタンの国境迄行きたい気持ちに

なる。しかしこの道もだんだん悪路になり、連絡

官が川が増水になるので早い時間の出発を促して

いたのが解る。14時45分県境の検問所であるゲズ

公安検査所に着く。15時ゲズでテント場になりそ

うな所を見つけテントを張り、夜は連絡官、通訳

も交えてビールを飲みおおいに盛り上がる。夜に

は風雨となり天気が悪くなる。

7月21日ゲズーカラクリ湖

9時20分ゲズ渓谷を後にカラクリ湖へと向う。

途中、昨夜の雨で道路の状態が更に悪くなり他の

トラックが動けなくなっているので、私達の乗っ

て来たマイクロバスも同じ様になったら大変と、

車から降りて歩く事にした。途中コングール、コ

ングール・チュビェの山々が見える｡11時30分大

きな美しいカラクリ湖に着く。どっしりとした大

きなアダが見えたが頂上は雲の中であった。ここ

でコックを雇うつもりであったが、コックの料金

が1日150元と非常に高く、何度も交渉する私達

を見て、連絡官と通訳が自分達でコックをしても

よいと申し出て来たので1B80元で連絡官と通訳

を兼コックとして雇うことにする。

7月22日カラクリ湖一スバシ

カラクリ湖を11時30分に出発、30分でスバシに

着く。昨日のアダの頂上は雲の中であったが、今

日スパシから見るアダは大きく山の全容を見る事

が出来た。トラックから荷物をおろし、お世話に

なった運転手さんとも、ここでお別れ、早速テン

ト設営をする。

7月23日スパシ滞在

－4－

▼C1上5,400m付近の雪線を行く

10時過ぎ裏山へ高所ll頂応の為4,200m迄登る。

途中高山植物がいろいろ咲いており私達の目を楽

しませてくれた。

7月24日スバシ滞在

休養日の夕方より堰代腹痛の為テントで休んで

いる。他はキルギス人の部落を訪れる。

7月25日スバシーBC－スバシ

スバシを9時20分出発しBC迄の往復である。

連絡官とスバシの部落に住んでいる青年でマイマ

イティさんが同行してくれた。途中スキーDEサ

ミット隊と一緒にラクダに乗ってBCへ行くのに

出逢い挨拶をかわす。私達は月の砂漠の歌で見送

る。14時BCに着き4,350mの高度に慣れる為に

食事をしたり、テント地をさがしながらの散策を

し1時間後スバシヘ向い、下りは来た時とは違う

別のルートを通りチョトマック部落の子供達やパ

オの写真を撮り18時30分スバシに着いた。

7月26日スバシ滞在

休養日

休養日といえども装備、食料等の再点検謎ガモ

フパック、酸素ボンベ使用についての講習会と大

忙しの1日であった。いつもは夜になると風が出

て来るが今日は穏やかである。

7月27日スバシーBC

今日はBC入りでラクダを13頭頼んでおいたが、

10頭しか来ておらず、後の3頭は後から来ると云

う。通訳と連絡官が残りの3頭のラクダと一緒に

来る事になり、12時30分私達は先に出発した。

BC迄の高度には二度目であり高度障害には問

題がなかったが通訳が頭痛する程度であった。16

時30分BCに着き、テント設営、荷物の整理をす



るが夕方の5時になっても暑く皆、少々パテ気味

である。BCには北京大隊、イタリア隊、スキー

DEサミット隊のテントが張られていた。

7月28BBC-C1-BC

BCを9時45分に出発、13時C1予定地の5,100

mに着く。Cl迄は雪がなく軽登山靴で登るoB

Cから真正面に見えるガラ場を尾根に向けて斜気

味に上がる。傾斜が適度で歩き易い。

7月29日BC-C1-BC

北京大隊が登頂し、今日は撤収との事、どうり

で昨夜は朝方迄盛り上がってこちらの方は少々寝

不足である。今日は、ロバがC1まで荷上予定の

為朝8時過ぎから人の声、ロバの鳴き声でにぎや

かである。辻野、狩野が先発隊としてBCを出発

したのは9時30分であった。C1にテント2張り

を張って15時45分BCに着く。堰代53才の誕生日

を皆に祝ってもらう。

7月30日BC

休養日

BCで初めて零度になりとても寒い朝となる。

皆、洗濯をしたり、髪を洗ったりそれぞれが思い

思いに過ごす。夕食には日本米（魚沼産）で作っ

た巻き寿し、いなりが大好評であった。

7月31日BC停滞

昨日に続き今日も寒い1日となる。9時頃から

霞が雪となり、BCにも雪がうっすらと積もった。

今日はBCからC1迄上がる予定であったが、風

も強くなって来た為停滞となる。スキーDEサミッ

ト隊もC1より全員降りて来る。辻野さんがテン

トでお茶を立ててくれ外の寒さも忘れ茶会の席と

なる。夕方より天気も回復し明日はC1に出発出

来そうである。

8月1BBC-C1

夜中、みぞれが強風と共にテントを叩く音で何

度か目を覚ます。朝起きて見るとガスで視界が悪

かったが、昼過ぎよりひどかったガスも上り15時

C1に向けて出発した。囲りの山々にも雪がうっ

すらと雪化粧して美しい。17時50分C1に着く。

（記：堰代まさ子）

▼C1～C2間のデブリ
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5,000mでの初めての宿泊だが、皆順調に朝を

迎える。夜は結構冷え、外張の内側に置いておい

たポリタンクが凍っており、予想以上に夜半は気

温が下がるようだ。

7時30分に起床したのだが、テルモスの紅茶を

作っている時に、コッフェルが倒れ、中の熱湯が

辻野の足にかかる。そのやけどの応急処置のため

に、出発が遅れ、11時になる。辻野、竹内、沢田

がC2へのルート確認、ルートエ作のため、先行

する。30分程遅れ、狩野、市川、堰代がC2へ荷

物を荷上げのため出発する。5,300m位が雪線で

あり、テント跡もありここが例年のC1のようだ。

上部に見えるアイスフォールがいやらしそうに

見え、それを避けるようにルートをとり、コンテ

をしながら、雪面を登る。イタリアのスキー隊も

我々の後ろを歩いてくる。彼等もきちんとコンテ

をしている。スキーをはいてもこうやってコンテ

正念場のC2/､

8月2BCl～5,550m(晴れ）

－R一
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▼C1～C2間を行く

…ぷく…尚

』

蕊溌

(芝工大隊提供）

ｰ ＝
.~..挙鞭讓録験錘鑑録

綴

…恋

をしていくのは、さすが、アルプスの国と感心す

る。5,550mで傾斜がでてきたので、念のため、

PPロープを1ピッチ張る。その間に荷上げ隊が

追いついてきた。荷上げ隊と合流したここに荷物

をデポし、16時30分下山開始する。下山は、いや

らしそうに見えたアイスフォールが近付いてみる

と、そうでもなかったので、その下のガレ場をつ

ないでおりた。5,500mの広いテラスにスキーD

Eサミット隊のClがあった｡18時C1着。

8月3日C1～5,750m(晴れのち曇り）

今日も同じメンバー構成でCl建設に向けて行

動する。C1を9時40分ルートエ作隊出発、10時

荷上げ隊出発する。今日は昨日の下山ルートをとっ

て登る。12時30分、昨日のデポ地点に着き、荷物

を回収する。ここで、堰代が体調が良くないので、

5,500mの広いテラスのスキーDEサミット隊の

テントの所で待っていることになる。昨日のフィッ

クス地点からさらに3ピッチ、PPロープを張る。

コングールの山々が近くに見え、カラクリ湖も青

く見える。とても美しい。16時30分5,750mのテ

ラスに着く。17時30分ここに荷物をデポし、下山

を開始する。堰代と合流し、19時C1=｡

今日は、狩野の誕生日。豪華にBCでお祝いし

たかったのだが、残念だった。

8月4BCl～5,300m～BC(雪のち曇り）

今日こそ、C2を建設しなければと出発するが

ガスと雪で視界が悪い。9時40分C1を出発。10

時40分雪線に着く。ますます視界が悪く、風も強

い。今日のC2建設は無理と判断し、BCに降り

体制を建て直すこととする。18時頃より晴れてく

る。ミーティングをもち、今後の相談をする。芝
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浦工大隊がBC入りしてくる。

夕食は、ちらし寿司とのりまき。隊員は皆感動

していた。スキーDEサミット隊にも差し入れを

する。今回の食料係の狩野はプロの調理師であり、

限られた材料を使い、まことにおいしい料理を提

供してくれた。素人の我々には、とてもまねでき

ない腕前であった。また、彼女は高所順応もうま

くいき、荷上げに大きな力を発揮してくれた。ま

さに「登れるコック」であった。

8月5日BC～C1(晴れ）

朝、ロバの鳴き声で起こされる。芝浦工大がC

l荷上げに使うロバたちだ。夕方の出発に備え、

各自、洗濯をしたり、ゴミ焼きをしたりと自由に

過ごす。16時C1へ向け、出発する。18時30分C

lに着く。

8月6BC1～C2～BC(晴れ）

今日こそは、なんとしてもC2を作らなくては

と気合いを入れて8時にC1を出発する。12時30

分に8月3日の5,750mのデポ地点に着く。C1

からC3用テントも持ってきたので、ここでデポ

品を回収すると、皆かなりの荷物になった。今日

は全員で荷上げだ。正面の尾根を越すと、幅5m

程の平らな尾根状になる。そして、沢に少し下り、

亀裂の入った、今にもくずれそうなアイスフォー

ルの下を通過する。その下にはデブリもあり、非

常に不安を覚えた。その後、スキーDEサミット

隊がフィックスしたロープを使わせていただいて、

平らな斜面に出た。ここから、なだらかな雪の斜

面をひたすら登る。高度計を見ても全然高度をか

せいでいない。17時過ぎ、ようやく、スカイライ

ンの丘の上に上がる。先頭を行く狩野は、正面の

大きな丘の下にあると思われる平地を目指す。17

時30分、ようやく、6,000mのC2に着く。スキー

DEサミット隊のテントもすでに張ってあった。

急いでテントを設営し、18時30分下山を開始する。

歩き始めると、竹内の歩行のバランスがおかしい。

あわてて、狩野と辻野のコンテのザイルの真ん中

に入ってもらう。21時40分、C1に着く。もう薄

暗いが、もうひと頑張りしてBCに降りる。22時

30分BC着。全員くたくただった。

8月7日BC(晴れ）

昨日、遅くBCにおりてきたので、皆、ゆつく



りと起床。10時30分に遅い朝食をとる。その後、

ミーティングで今後のことを話合う。いろいろな

意見がでたが、一次隊(A隊）が辻野と狩野、二

次隊(B隊）が市川と沢田と竹内。堰代はBCキー

パー、C3建設まで一次隊に市川が加わり、荷上

げの補強を図るということになる。

連絡官のデリシャートが微熱があり、風邪のよ

うなので、薬を飲んでもらう。我々をいろいろと

サポートしてくれ、その疲れがでてきているのだ

ろう。また、女性隊の連絡官というのも気をつか

うのではないだろうか。

BCはテントが増え、まるで、ちょっとしたテ

ント村だ。最盛期で10～15隊は入っていたと思う。

日本隊は我々を入れて3隊。あとはイタリア隊が

多い。イタリア隊のひとりに話を聞くと2年程前

にイタリアの山岳雑誌にアダが紹介され、よく知

られるようになったということである。

<A隊〉

8月8日BC～C1(晴れ）

16時15分、市川、狩野、辻野の3人でClを出

発する。今回の目的はC3建設である。18時20分

C1に着く。

8月9BC1～C2(晴れ）

9時15分Clを出発する。C2への残りの品を

▼C2風景

蕊

荷上げする。雪線にたくさんのテントが増えてい

るのに驚く。ほとんどの隊はここをC1にしてい

たようだ。落ちそうなアイスフォールの下を歩か

ないですむように、迂回路を探しながら行くが、

有効な迂回路は見つからなかった。途中、8月6

日に、沢田が荷上げできずに途中にデポしていっ

た荷上げ品を回収し、荷物がさらに大きくなる。

19時15分にC2に到着する。

8月10日C2～C3～BC(晴れ）

9時30分、C2を出発する。C3建設とともに

C3の荷上げも今回でほとんど終わらすというこ

とで、3人とも結構な荷物である。太陽が昇って

も、西稜なので、11時位まで、日陰になっていて

▲C2にて左から沢田、竹内、辻野、市川、狩野（芝工大提供）
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▼C2にてサミット隊のハイ・ポーターと(芝工大提供）

蛾
非常に寒い。スキーDEサミット隊のトレースが

あるため、ラッセルがたいしたことなく、助かる。

ゆるやかな雪の斜面がひたすら続く。大きなクレ

バスが左に見える。14時の竹内パーティとの交信

で、できるだけ高い所にC3を作って下さい、と

ハッパをかけられる。大きな台地を右にまわりこ

んでしばらく歩くと、スキーDEサミット隊のC

3が見え、あそこまで行こうと思うが、一歩一歩

が重く、なかなか、近づかない。17時30分、スキー

DEサミット隊のテントの50m程下の6,750mに

ようやく到達し、ここをC3とすることにする。

テントを設営していると、スキーDEサミット隊

の隊員の方が降りてきて、テルモスの紅茶を御馳

走してくれた。18時下山を開始する。デポ旗をた

てながら下る。C2で竹内パーティと挨拶し、急

ぎBCを目指す。Clに23時に到着。疲れきって

いたが、BCの方が休めるので、ヘッドランプを

つけてBCに下る。BCに着いたのは、次の日の

0時40分であった。

8月11BBC(晴れ）

通訳から、連絡官と一緒に堰代がカシュガルに

降りたことを聞く。通訳が堰代から預かっていた

手紙を受け取る。我々のいない間に、竹内、沢田

力:堰代に、カシュガルに降りるよう強く勧めたよ

うで、堰代も、家庭の事情で気になっていること

もあり、降りたようだ。

竹内パーティは今日、順応のため、C2からC

3に登りBCに降りてくる予定なのだが、朝から

無線が通じない。20時になっても通じない。無線

機が壊れているにしても、C2に降りてくれば、

スキーDEサミット隊がC2に泊まっているので、
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いざとなれば無線機をお借りすることもできる。

ということはC3にいるか、C2からC3間でな

にかあったのか、と心配になってくる。

スキーDEサミット隊は、今日、昼過ぎに隊員

4人とパキスタン人ハイポーター2人が登頂した

ということだ。C3から4～5時間でピークに着

いたらしい。夕方、スキーDEサミット隊のパキ

スタン人ハイポーターが既にBCに降りてきてい

たので彼等に竹内パーティに会ったかどうかを、

聞きにいく。彼等が降りて来るときに、彼女たち

に、C3の少し下で15時頃に会ったという。いず

れにしても、待つしかない。ヘッドランプをつけ

てBCに降りてくるかもしれないと、夜中も気に

していた。

8月12BBC～C1(晴れ）

8時から無線を開けるが、竹内パーティと昨日

同様に連絡がとれないでいると、芝浦工大パーティ

から、彼女たちがC1～C2の間のフィックスを

降りていたと連絡が入る。元気かどうかはわから

ないが、ひとまず、ホッとする。夕方にスキーD

Eサミット隊がC2からBCに下りてきて、彼女

たちの「C1に泊まる」という伝言を伝えてくれ

る。

17時30分アタックのため、辻野と狩野がC1'､

向かう。19時45分、C1に着く。テントに竹内パー

ティがおり、事情を聞く。

8月13BC1～C2(晴れ）

9時30分、辻野と狩野がC1を出発する。アイ

スフォールの下を通過し、小休止をしていると、

イタリア人のスキーヤーが下りてくる。深いクレ

バスの正にへりでジャンプターンをし、フィック

スの張ってあるかなり傾斜のある斜面をパラレル

で華麗に下りてくる。狩野と二人で見とれて思わ

ず拍手をしてしまう。我々はスキーを使わなかっ

たが、欧米のほとんどの隊はスキーを使用してい

た。しかし、普段、高所で氷河やクレバスのある

雪面を滑っている彼等と、日本の山しか滑ったこ

とのない我々とでは大きな違いがあるだろう｡19

時45分、C2に着く。

8月14日C2～6,500m～C2(晴れ）

10時にC2を出発する。元気のいい狩野に先を

歩いてもらう。辻野は、歩いているうちに、C2



ではたいしたことなかった咳が標高を上げるにつ

れ、だんだん多くなってきた。13時20分、イタリ

ア隊のテントから上はトレースがなくなり、狩野

がラッセルして行くが、辻野は少し歩いては咳き

込むという感じでラッセルしている狩野に追い付

けない。更に上にいくと、一歩、歩いては咳き込

むようになり、前に進めなくなってきた。6,500

mで、狩野には申し訳ないが、16時40分C2に下

りることにする。下りは速い。17時30分、C2に

着く。C2におりてくると、咳は嘘のように治まっ

た。18時40分、市川、沢田、竹内がC2に到着す

る。そして、全員で相談し、狩野は二次アタック

のメンバーに加わる、C3ではテントが小さいの

でスキーDEサミット隊のテントをお借りする、

辻野は荷下げのため、C2に残ることになる。

また、シュラフが足りないため、市川、狩野が

シュラフカパーと羽毛服で皆の間に入って寝るこ

とになった。

夜、竹内が「市川さんの顔が半分に見える、記

憶が思い出せない」と言い、唇を見るとチアノー

ゼになっており、あわてて02キャンドルを吸わ

せた。しばらく吸うと、頭がはっきりしてきたよ

うなので、様子をみることにする。

（記：辻野治子）

B隊の記録

8月8日B隊BCレスト

A隊が午後登っていく。

8月9日BC-C1

午後C1へ、1時間半で到着。スキーDEサミッ

ト隊のABCで一人テントキーパーをしているパ

キスタン人のコックが、粉ミルクたっぷりのミル

クティーとビスケットで迎えてくれる。彼は昨年

パキスタンで94年HAJ隊でアダに登った関根幸

次さんから贈られた94年HAJ隊のTシャツを着

ており同じ山岳会にいる沢田と話がはずむ。それ

にしても山の世界は広いようでせまい。

8月10BB隊C1-C2

少しゆっくり目の10時出発。C1からはコンテ

が約束になっているが、ザイルでは重くなり軽量

がなによりと、PPロープで行くことにする。沢

田がトップを歩きリズムを作る。
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昨日の無線でA隊は懸垂氷河の下を通らない迂

回路ができていると言っていたが、わからなかっ

たので確実な道を取る。後からBC入りしてきた

外国隊が物凄いスポードで登っていく。順応って

いったい何？と疑問がわくくらいだった。

4時30分C2着。過去のHAJ隊よりいつもは

るかに遅く目的地に着いていたが、今回は平均時

間でお互いちょっとニコニコ顔。20時頃A隊がC

2上部から姿をみせる。温めておいたお茶を飲み

早々にBCに下山しいく。夜中になるであろう。

ここは障害物なしの雪原。テント横にツエルト

を張りトイレを作ってみたが調子良くなく、しゃ

がんでいればテントで隠れて判らないと、少々開

き直って周りの様子をうかがい花を摘む。

8月11BB隊C2-C3

快晴の中C3に出発。一週間前にカシュガルに

来たばかりと言うドイツ人は、あっと言う間に私

たちを抜き去って行った。明日はアタックだそう

だ。付いていけない世界の人たちだ。「リズムを

作らなきゃ」と思いながらも喘ぎながら登る。

1時過ぎ"Hi1sisters!"とアタックをつい先ほ

ど成功させた余裕たっぷりのスキーDEサミット

隊のハイポーターニ人に会う。これを機に数十分

おきにスキーDEサミット隊の隊員に会い、握手

をし写真をとりあったりと歩行リズムは狂いっぱ

なしだった。

無線が通じなくなっている。昨日、狩野から私

たちの声が聞き取りにくいと指摘されてはいたが…。

6,500m付近のトラバースの頃から右からの寒風

が体温を奪っていく。冷えのせいかお腹が痛くなっ

ていたが、昨日のA隊の頑張りを潰すまいと頑張

る。

テントの中は風が無いだけでとても温かく感じ

られる。無線は通じず、BCで皆心配していると

は思ったが泊まる事にする。

新高度でのスティ、テントを打つ雪など、とて

も不安で寝むれない。キャンドルはもしものため

にピンを引くだけの状態にしておく。

8月12日B隊C3-BC

寒い朝だった。30cm位の積雪でトレースはすっ

かり消えている。無線は相変わらず交信不能だ。

だめ。すっきりしないが、天気が良くなる気配が



▼中央がピーク
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出てくる。10時過ぎ沢田はチャンスと見るや一刻

も早く降りることがベストと新雪をガンガンラッ

セルして降りはじめる。すごい主婦である。

疲労していても下りは2時間もかからずにC2

に着く。C2のスキーDEサミット隊がBCで隊

長が心配していることを伝えにくる。しかし、こ

こでも無線はだめだった。

BCに十分に戻ることができたが、明日はまた

C1に戻るので、残るアタックまでの体力をなる

べく消耗しないようにとClステイを決め、AB

CでBC下山のパッキング中のサミット隊に、万

が一無線がこのまま交信不能の時の為に市川隊長

への伝言を頼む。

7時過ぎ、今日C1入りのA隊が登ってくる。

副隊長は即座に無線機をチェック。壊れているこ

とがわかった。

8月13BC1レスト

朝、A隊が出発していった。今度会うときは登

頂後の彼女たちだと思うと「がんばってきてね」

と大声を出していた。夕方、市川隊長と合流。心

配させたことを謝る。ワンチャンスのアタックだ

が、また明日から頑張ろうと気を取り直す。

8月14日C1-C2

10時出発。快晴のなか「A隊も快調に行ってる

だろう」と、頼みの綱の天気が好天を喜びながら

進むが、また無線が通じない状態になる。4時の

交信で直ぐ上のC2に引き返している事がわかる。

8月15BC2-C3

今日も好天、よかった。11時に副隊長に見送ら

れ出発。私の視力もおかしくない。今回も途中、

無線は通じなかった。
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トレースは何本もあり、すれ違うヨーロッパ人

は華麗なスキーで降りていく。今年の冬はスキー

を頑張ろうとなどと考える。しかし、C3に近づ

くにつれもとの静かな山に戻って行った。

意外に時間がかかり、8時着。特に沢田は辛そ

うだ。しかし頑張り通し、更に30分近くアルバイ

トを強いられるスキーDEサミット隊の上部テン

トに来た。食事を早々に済ます。食べられるだけ

食べた。沢田は横になりたいようだ。

私はとにかく水をつくる。シュラフにもぐれた

のは12時過ぎだった。全てを抱いて寝る。時々風

がテントをたたく。

8月16日C3－頂上-C2

6時起床。好天だ。「後は体力だけが問題」と

いう状態にとうとうこぎつけた1朝食はビスケッ

トとあま－いココア、紅茶。水分と砂糖をとるよ

う努める。今日登ってくるはずのスキーDEサミッ

ト隊にお礼と、借用したものを書き置きする。

8時前には出発できる状態になっていた。が、

下のテントからは姿は見えない。大声で叫ぶと、

誰かが出てきて手を振るので元気なようだ。9時

我々の体も冷えてきた。それでもまだ出発しそう

にない。また叫ぶ。

予定より1時間以上も遅れてやっとザックを背

負った姿で出てくる。これから先のトレースは殆

と消えているし、山頂まで9時間位が平均時間だ

と計画書に記されていたので、登頂できずに引き

返す事も考える。

待っている間私たちの体はすっかり冷えたので

ラッセルも体がしびれて感覚が鈍くなっている。

下の二人が追いついてきて代わる代わるラッセル

をする。遠くカラコルムが見えはじめるころ、休

みの間隔がそれぞれ違ってくる。私は過去の記録

では高度計が7,200mを越えれば見通しがついて

いるようなのでとにかく前進を心掛ける。大雪原

の中、5本のフラッグを過ぎるまで休みも、高度

計も見ないと決めリズムを大切にする。

右に岩が見える。「いける」と確信が湧いてく

る。そしてとうとう目の前に岩の冠が見えた。振

り返り皆に叫ぶ。15時40分、無風快晴の中、ムス

ターグ・アダの向こうの絶景を見る｡30分後沢田

が到着。四捨五入すると？十歳とは思えないお母



さんがだ。

その後、隊長も来たが「狩野を待って一緒に山

頂に行く」と言い手前で歩みを止めた。そしてと

うとう16時30分過ぎ全員で山頂に立った。HAJ

の旗、ラリーグラスの今村さんが手作りで描いて

くれた旗を持って記念写真。一人前のサミッター

気分である。C2への無線はだめだった。

いっきに下山。C3では二次アタックに登って

きたスキーDEサミット隊のハイポーターが抱き

しめてほめてくれた。そしてありがたい熱い甘い

お茶を御馳走になる。しかしのんびりはしてられ

ない。疲れた体に鞭打ち撤収作業。腐った雪に足

を取られながらもとにかく降りる。途中、すれ違

う外国人に‘‘オメデトウ”とキスをされたり、お

茶を誘われたり、山頂にいる時よりも登頂の実感

が湧いてくる。

C2ではテントの外で副隊長が熱いハニーレモ

ンを作って迎えてくれた。やっと休める。素晴ら

しい一日だった。お世話になった人達に感謝しな

がら眠る。（記 ： 竹 内 千 恵 ）

登頂記

朝6時半起床。今日は、アタック日だ。テルモ

スの湯を作りながら朝食を軽く済ませる。ガスの

火力が、弱くお湯作りに手間取る。出発の準備を

しているうちにスキーDEサミット隊のテントか

ら元気な掛け声が聞こえてくる。今日は、彼女た

ちも調子が良さそうだ。隊長が、先に出発するが

私は、アイゼン調整で手間取り、遅れてしまう。

アタック日なのに、出鼻をくじかれてしまう。ス

キーDEサミット隊のテント前に集まってから、

まず遠く東方向に見える外国隊のテントを目指す。

そこからコングールの山々を見ながら正面のスカ

イラインを目指し登る。そのうちコングールの山々

も見えなくなり、単調な登りが続き、忍耐だけで

進む。途中、竹内、市川、狩野の3人で交代しな

がらのラッセルになるが、私のラッセルは、お腹

の調子が悪いので長くは続かない。申し訳ないと

思いながら登っているうち時計を見るともう4時

間以上も歩いている。隊長に標高を尋ねると、7,0

50mとの答が返って来る。その時、これから500

m以上登る時間、C3撤収、私の体調を考えて先

に降りる旨を伝えるが、ピークまでがんばろうと

励まされてまた歩きだす。青い空、白い雪面所々

にある赤いルート旗、すばらしく聞こえは良いが、

こればかり続くともう嫌になってしまう。そのう

ち右手のスカイラインに黒い岩場らしき物が見え

てくる。先行している竹内が、大きな声を上げて

いる。そのうち姿が見えなくなったが、あそこま

で行けば、先の見通しが立つだろうと思いひとが

▲頂上にて（左から沢田、市川、狩野）
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▼頂上とポール

…

ー塵ゴ

んばりする。斜面を登り終えると、そこから先は、

平らな雪面になっていて、3ケ所ある黒々とした

場所の中央に竹内、沢田が立っている。そこの少

し手前に隊長が、座っているのが見えた。もしか

するとあそこがピークなのかと思いながら隊長の

所へ行くと、彼女は、私を待っていてくれたのだ。

初めての遠征参加の私の為に先を譲ってくれるの

に待っていたのだ。お互い先を譲り合いながら進

むうちにピークに着いてしまう。ピークは、そこ

だけが、ガレ場になっていて少し大きめな赤いルー

ト旗が立っていた。その先は、スッパリ切れ落ち

ていて、登って来た所の雰囲気とは、だいぶ違う。

眼下には氷河の流れが見え、はるか遠くには、カ

ラコルムの山々が見える。顕著な山もいくつか見

えたが、山の名前が判らないのが残念だ。お互い

握手をして、記念写真をとり、石を捨い、もう一

度まわりを見廻して、ピークを確認して、下山開

始。C3撤収が、気に掛かるので、一気にC3付

近まで降りてしまう。この付近の斜面は、スキー

に適しているとスキー技術において左に出る者が

いない私の技術でも思われる所である。スキーD

Eサミット隊のハイポーターから紅茶とお菓子を

御馳走になり、C3撤収後、辻野が待つC2へ、

21時30分着。辻野が、登れて良かったと言って出

向えてくれる。私もC2へ戻って来て、ようやく

安心する。市川隊長の『今日はいい一日だった』

の言葉で私たちラリーグラス隊の一日は終えた。

（記：狩野明美）

山に別れを告げて

8月17日
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▼頂きを去る
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9時過ぎにゆっくり起きてC2の撤収をする。

昨日のC3の荷物だけでも結構あったが、さらに

テントややかん3ケ、フィックスロープ。などを加

えるとみんなかなりの重さになった。13時30分頃

くだる。雪壁のところは竹内がダブルボッカして

私の荷物を下ろしてくれたが、芝工大の細い6ミ

リロープでの懸垂は、空身でも怖いくらいだった。

18時ころC1へ到着して、芝工大の若者達に西瓜

をご馳走になる。

明日はロバが上がってくるので荷物をまとめる

が、疲れた身体で一つ一つやることがのろいのが

自分でも分かる。20時過ぎまでかかった。日没近

い21時50分ころやっとBCへ降りた。テントの数

がおびただしく増えている。他の隊の人たちも出

迎えてくれて、口々に「おめでとう」と言ってく

れた。登れてよかった。

8月18日

午前中ロバによる荷下げ、午後から隊荷のまと

めをする。夜はスキーDEサミット隊と共にお互

いの登頂祝いとお別れのパーティを開いた。狩野

さんが料理のウデをふるって数品のご馳走を用意

する。久しぶりに私もパキスタン料理を味わった。

8月19日

荷物はラクダに、私たちは歩いてスバシヘ行く。

迎えのバスに乗りカラクリ湖で遅めの昼食をとっ

て、17時過ぎカシュガルに向けて出発する。22時

過ぎ到着。

夕食の最中、山森さん達が到着した。やっと登

山が終わって私は疲れがどっとでた…。

8月20日

朝食後、カシュガル登山協会へ行って備品の整



副隊長辻野治子1956年12月11日生(40歳）

隊員沢田幸子1940年12月1日生（56歳）

′′堰代まさ子1944年7月29日生（53歳）

〃狩野明美1954年8月3日生（43歳）

〃竹内千惠1966年5月2日生(31歳）

連絡官地里夏提（デリシャート22歳）

通訳牙生買買提（ヤースンマイマイティ）

（編注）

7,500m級の登山隊で、ガイド、ハイ・ポーター

を雇用せずに登頂した女性隊としては日本で初め

ての隊となる。尚、沢田隊員の55歳と8ケ月は、

田部井淳子のチョー・オユーの56歳11ケ月に次ぐ

理をする。主要テントはラサに送り、残りはカシュ

ガル登山協会の保管料と相殺することになった。

午後は観光とバザールを散策する。

8月21日

朝、日本へ電話して驚くべきニュースを耳にし

た。パキスタンのスキル・ブルムでセラックの崩

壊による爆風に飛ばされて、広島さんや菊田さん

ら6人が亡くなった……という。

午前中、エイティガール寺院その他へ行く。午

後ミーティング。

8月22日～23日

カシュガルからウルムチを経て北京へ。

8月24日

北京から成田へ、エンジントラブルで夕方になっ

た。

（記：沢田幸子）

◎隊の名称

日本ヒマラヤ協会ムスターグ・アダ女性登山隊

◎結果

8月16日、竹内、沢田、市川、狩野の順に4名

が登頂に成功した。

◎隊の構成

隊長市川春代1950年1月14日生(47歳）

女性高齢者登頂の記録となる。
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▲頂上から南東稜とはるかカラコルム方向をのぞむ

－13－



；

鍵蕊灘鍵鍵議蕊識
《ネパール》

登山期間中も許可可能

ネパールのポスト・モンスーンの登山期間に入っ

てから、アマダブラム6隊、バルンッェ3隊、サ

ガルマータ、ローツェ、マカルー、マナスルなど

22隊に登山許可が発行された。韓国、ドイツ、イ

タリアが各3隊、フランス、アメリカ各2隊、ス

ペイン、ニュージランド、オーストラリア、カナ

ダ、イギリスなど全世界に許可が出された。

（情報提供：コスモ・トレック）

これでは、登山規則を遵守している登山者が馬

鹿を見ることになり、ネパール政府の猛省をうな

がしたい。

登山規則が一部改正か？

9月29日新規則が発表された。実施についての

詳細は不明。

1.マカルー、バルン方面環境保護プロジェクト

トレッキング、登山隊でマカルーBC、メラ

ピーク周辺への全ての入山者は、入山料1万ル

ピーを支払わなければならない。また、下記の

場所以外でキャンプすることを禁止する。

◎マカルーBCへ人山する場合

l.Khongma3,500m2.Mumbuk3,400m

3.YangleKharka3,645m4.Merea4,100m

5.Shershong4,600m6,Takmaru4,785m

◎インク＆ホング谷に入る場合

l.Chutanga2,850m2.Chhaterwa4,155m

3.TabsingDingma3,350m4.Khote3,555m

5.Thagang4,175m6.Khare4,785m

2燃料用木材使用について

樹木や灌木を切ったり、損害を与えたりする

ことは固く禁止する。したがって、全てのトレッ

キング、登山隊のエージェントとトレッカー登

山隊は、ポーターを含む調理用の燃料として石

油かプロパンガスを使用すること。

3石油貯蔵所について

P

-14-
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タシガオンではケロシンを価格12，約43ル

ピーで販売◎サガルマータ汚染管理委員会(S

PCC)はルクラで12，45ルピーで販売する。

4石油コンロと毛布（ブランケット）の貸出し

10ルピー程度のレンタル料、200ルピーのデ

ポジットでレンタル可能である。

5.パックイン、パックアウト

国立公園内では、ゴミ処理廃棄施設がないの

で、トレッキング、登山隊は、タシガオンと、

ルクラの指定された場所でゴミを処理すること。

（情報提供：大西保）

新首相が就任

10月4日に不審任案が可決されたロケンドラ・

バハドル・チャンド氏に替り、7日新首相に国民

民主党総裁のスルヤ・バハドル・タパ氏（69）が

就任した。タパ氏は国王親政下で、4回も首相を

務めた一方で、72年から約2年間投獄されたこと

もある。基本的には王室存続と反共主義、インド、

アラハバード大卒、1男3女の父。

ネパール晋山協会会長が急死

ネパール山岳協会(NMA)会長のダヮ・ノル

ブ・シェルパ氏は、10月28日午前7時（ネパール

時間）急死した。氏は、24日体調を崩してトリブ

ブァン大学病院に入院したが、容体が急変して死

去したもの。

《インド》

ストック・カンリ(6,153m)に登頂

神奈川労山30周年記念インド・ヒマラヤ登山隊

(香取純隊長(45)ら10名)は、8月19日隊長以下、

成田仁司(50)、大槻利行(34)、香取静子(47)、角

田富美子(46)、植田米利子(38)、宮崎みち(44)、

白井良岳(25)、井上洋司(53)の9名が登頂した。

リエゾン・オフィサーの同行、ビザの取得、環

境保護費300US$の徴収、無許可登山隊の横行と、

トレッキング許可の意味がない、IMFのきちん

とした対応が必要と隊長は報告。

（情報提供：香取純）
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《中国》

錨謡蝉零…＆

〒渋谷区神南1-1-1岸記念体育館

日本山岳協会内東京都山岳連盟

aO3(3481)2397FAXO3(3481)2395
ムスターグ・アダに登頂

一一一
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岩崎洋（37）がブロード・ピーク登頂のあと、

パキスタンから中国に入り、林健太郎(25)と組み

カシュガル登山協会から許可を取得し、ノーマル

ルートから9月29日に登頂した｡BCから10日間

であった。林は7,450mでリタイア。なお、イス

ラマバードから旅費、登山費用含めて2人分の全

ての費用が2,670ドルと、超経済登山であった。

（情報提供：岩崎洋）

ラフ°チェ・カン便り

タシデレ1

ラプチェ・カン山群7,100m峰偵察無事終了し、

今ラサに来ています。7,100m峰はなかなか良い

山で、大きな氷河をたたえ、奥にドンと鎮座した

その様は、コンガ山を思い出させられる感じです

らありました。

ランゴロ村の村長はまだ山森さんの事、覚えて

いて自分がヤクを率いてABCへ入ったのだと自

慢していました。またその時の西蔵隊のププさん

が私らの案内役をつとめてくれました。彼は今や

チベットを代表する登山家に成長しています。

9月24日ラサにて林雅樹

ガウリ・シャンカール断念

山野井泰史(32)と長尾妙子(41)のペアに岩田光

弘(39)が加わり挑んでいた中国側からのガウリ・

シャンカール(7,134m)北面は、結局ペアが北東

稜6,300mに達したものの登頂を断念した。

（情報提供：長尾妙子）

議鱗鍵識議鱗繍識II" ニルカンタ便り

9月28日地元の理解を得て、リシ・ガンガ沿い

のチャランバドゥ力に慰霊碑を設置しました。フ

カム・シン氏や佐々木さんや松山さんの旧友で現

地デリー駐在のNHK職員太田夫妻も立ち会って

下さり、チャランバドゥ力の聖者もフカム・シン

氏の要請で慰霊碑を監視してくれるとの事。天候

に恵まれず、ずっと雨と雪ですが、10月2日秋と

松山さんは期せずして（多分）初の外国人サトパ

ント湖到達となりました。

マナ周辺は観光地と化したものの、アラクナン

ダ河奥は相変らずの厳しい制限地区で、パスポー

トあずかりとなりました。花の谷は雪のため本日

から入域禁止となりました。明日ジョシマートヘ

移動します。バドリナートも麦です。

10月5日寺沢玲子

都岳連・海外登山研究会(秋)のお知らせ

東京都山岳津關羊催の標記研究会が下記の通り

に開催される。

記

日時11月29日土曜日9時～17時

会場国立オリンピック記念青少年総合センター

渋谷区神園町3-la03-3467-7201

交通小田急線・参宮橋駅下車徒歩3分

参加費3,000円

内容午前・1997登山報告

ファワラ・ラング（インド）ニンチン・

カンサ（中国）ナンガ・パルバット（パ

キスタン）ダウラギリI(ネパール）

午後・テーマ「雪崩」

ブロード・ピーク静岡市山岳連盟

アンナプルナI群馬県山岳連盟

スキル・ブルム神奈川ヒマラヤンクラブ

申込み参加申込害に参加費を添えて下記まで現

金書留で送付のこと（〆切11月25日）
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トランゴ・ネームレスタヮー、ギャジ・カン＆ラ

トナチュリ、メルー東北東稜などヒマラヤの高峰

の報告がある。圧観は高橋堅によるウルタルⅡ峰

各面のルートの概説。

尾形好雄HAJ常務理事の「高峰登山のタクティ

クス考察」は、プレ・サガルマータ南西壁のチョー・

オユー登山を例として解説。

研修所友の会研究会報告は、山野井泰史の講演

と質疑応答。その他山岳4団体による「プラブー

ツ突然破壊｣、雪崩から身を守るためになど盛り

沢山の内容である。

B5版185頁

〒930-14中新川郡立山町千寿ケ原

文部省登山研修所

空へ

ジョン・クラワカー著

昨年春、世界最高峰エヴェレストでは、南北共

遭難事故が多発した。本書はネパール側からサガ

ルマータ南東稜（ノーマル・ルート）に、ニュー

ジランドのロブ・ホールが組織したガイド付き公

募登山隊に顧客として参加したアメリカはシアト

ルの登山家ジョン・クラヮカーの手記である。

ヒマラヤの八千メートル峰にガイド付き公募隊

が登場したのは、1980年のダウラギリが初めてで

あったが、その波がエヴェレストに波及するのに

それほど時間はかからなかった。1986年から毎年

のようにエヴェレストを舞台に顧客達が夢を追っ

た。しかし、90年代に入るとその隊が一気に増え、

顧客の質もガイドの質にもバラツキが出てくるよ

うになったのは、自然のながれであろう。

アメリカのアウトドア誌の「アウトサイド」は、

このようなエヴェレストを舞台に盛況を極めてい

るように見える「ガイド付き公募登山隊」の実態

についてレポートするように著者を派遣したので

ある。その受入先がたまたまロブ・ホールの隊で

あった。この隊には、日本の難波康子さんも参加

していた。そして、あの惨事が起きたのである。

著者は高峰登山の経験こそ無かったものの、登

山を忘れる事のできない程、のめり込んでいた。

そのような岳人から見た、この隊の顧客達の評価

－16－
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が随所に出てくる。そして、アプローチやBCか

ら上のルートなどを描写するに際して、これらの

顧客だけではなく、他隊のメンバーも含めて、エ

ピソードを交えながら紹介している。

本書を読むと、少なくとも評者は、ガイド付き

公募登山隊のある面に対して認識を改めなければ

ならない。それは、「ガイド付き公募隊｣の顧客は

費用(今回の場合、カトマンズ～登山～カトマン

ズ＝6万5千ドル)さえ払えば自由に登山できる

と考えていた。束縛されないことがこの手の登山

隊の特色と考えていたのであるが、本書の記述に

よれば、これが大きな間違いであることが分かる。

著者は登山者としての目から、高峰登山の実践

的な報告を数多く盛り込んでいるし、リーダーシッ

プやメンバーシップについても参考になることが

多い。また、エヴェレストの登山史にも触れてい

るし、シェルパ達の山への想いについても記述し

ている。それは読者達の感想と一致するだろうか。

そして圧巻は、レポーターとして参加した著者

がサウス・コルの上下で経験する壮絶な死と生の

戦いの模様である。ここには小説では味わえない

真実の体験があり、感動を呼ばずにはおられない。

最後のネパール孤児の話しは身につまされた。

30周年資金協力者ご芳名

10口（井上功)、8口（八|鳴寛)、5口（小島守夫)、

3口（市川春代)、2口（辻野健治・治子、田辺

治．ともみ、飯沢実、西嶋錬太郎、涌澤亮介)、

1口（中谷正秀、斉藤則子、鈴木常夫、国井治、

滝口紀彦、森茂、福島功夫、木辺正夫、及川美奈

子）

総計167名3,757,000円(1997.10.24現在）

東京集会のお知らせ

日時11月17日（月）午後7時～

30周年記念について

場所HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）
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バルトロ氷河から三山登頂報告

群馬県山岳連盟隊

H劇
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ガッシャーブルムI峰

からⅡ峰へ連続登頂
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■八千メートルの世界へ

川幸彦
ロ
叩標高八千メートルとはどういう世界なのか。

7,000m峰にはいくつか登っていたが、あと数百

m登ると世界が変わるかもしれないという高さの

魅力は心の中にずっとあった。そして1997年、群

馬県山岳連盟カラコルム登山隊のメンバーとして

8,000mの山に登るチャンスを得た。

ダブルハットトリックを目指す群馬岳連隊のA

隊でガッシャーブルムI峰とⅡ峰に続けて登る計

画だ。ブロード・ピークとGIのB隊、GⅡとブ

ロード・ピークのC隊と異なる点はA隊はベース

キャンプの移動がないという事だ。それを戦略に

生かして高所順応の基本であるノコギリ歯状の行

動パターンの最後の頂点にGⅡを、一つ前の頂点

にGIの頂上をあわせる事になった。つまり、ひ

とつの8,000m峰を登るつもりでふたつの頂上に

立ってしまう考えだ。戦略担当の宮崎さんの作戦

である。しかし隊員の体力はもつのか、BCでの

休養は必要ないのか、天候の周期はどうなのかな

ど心配な点があった。

名塚隊長と星野隊員の2人がルートエ作、江塚・

品川がルート整備と荷上げ、宮崎・馬場・岩崎

(栄）隊員の3人が荷上げを担当し、シェルパは

必要ならば適時配置する基本行動が決まった。

■工峰を目指す

C1まではすでにGIへ行く韓国隊が南ガッシャー

ブルム氷河の左岸、GⅡへ行くアメリカ隊が中央

にルートを工作していたが、どちらも途中で行き

詰まっている様だ。BCで2日間の休養の後、C

lへの行動を始めた。韓国隊のルートをとり彼ら

のデポ地点まで行く。韓国隊はその先まで進んで

いたが、頭上を見上げるとGI西稜が目前にせま

りセラックが今にも落ちて来そうだ。こんな所は

歩きたくないので30分ほど引き返し中央ルートを

とる。アメリカ隊の中間キャンプを過ぎ右岸へぐ

るりとまわり込みやっとC1予定地まで到着した。

全員最初の行動なので5,000mを越える高度はつ

らい。荷上げと順応を兼ねて3日続けてC1を往

復した。

2日かけて名塚隊長と星野隊員がC2までのルー

トエ作をしてBCまで降りるのと入れちがいに江

塚・品川が荷上げに出発する。北西壁墓部から中

央にぬけてガッシャーブルム・ラに至るラインが

C2へのルートだ。途中に標識ポールを足して視

界が悪くても心配ない様にした。

C3へはイギリス隊2人といっしょになった。

先頭は星野隊員、後ろに名塚隊長と江塚さん、イ

ギリス隊が続く。C2とC3間は現在ノーマルルー

1ワ

ー ムイ －



卜になっているジャパニーズクロヮールである。

古いフィックスロープが何本も残されていた。核

心部をぬけた岩の斜面にフィックスロープ°とその

支点にスノーパーがぶらさがっていた。いつのス

ノーバーだろうか。その時はこの斜面はスノーバー

が使えるだけの雪がついていたのだろう。少くと

も岩のでている今年は使えない。やわらかい雪壁

をぬけると脆い岩稜となった。後ろから登ってく

る隊長に石を落さない様に気をつけながらアイゼ

ンのツメを岩にのせる。2ピッチほどで終わり、

ほっとひと休み。左へ進み3ピッチ登ると傾斜の

ゆるやかな雪面となった。20mほど先につぶれた

テントがあった。さらに上部にテントを張るいい

場所があるみたいだったが、明日にする事にして

C2へ下降した。

翌日の7月6日にC3建設となり、つぶれたテ

ントの場所まで登り星野隊員がその上へ様子を見

に行った。上のほうがいい場所だという事だが、

今からプラス1時間の行動はきついので、C3は

つぶれたテントのある7,100m地点に決めてテン

トを張り明日のアタックに備えた。

7月7日アタックの日。午前3時半出発。頂上

への雪面は見た目より傾斜がきつくスピードがで

ない。それでも風はなく、天気はよくて登頂でき

る自信はあった。頂上直下でロープをフィックス

した頃には気温も上がりダウンジャケットをぬい

でフリースで行動できた。そのまま頂上に立ち写

真撮影のためにジャケットを着てちょうどよいほ

どのあたたかさだった。時刻は14時半近くになっ

ていた。登頂の交信をして祝福の声を聞きながら

八千メートルの景色を楽しんだ。登頂した喜びよ

りも次に登るGⅡやB隊の登っているブロード・

ピーク、その向こうのK2などに夢中になってい

た。

4人でスタカットで下降したのでC3に着いた

のは20時近くになり、あたりはすでに暗くなって

しまっていた。午前3時半から午後8時まで行動

した長い一日であったが、テントに入りお茶を飲

みスープも飲みぞうすいを食べる食欲もあった。

翌8日は二次アタック隊の宮崎さんとシェルパ

がC3に入った。前後してイギリス隊、韓国隊な

ど数隊がどっとC3に登って来た。群馬隊がルー

－18－

卜を作り登頂するのを待っていたかのようだ。こ

の日も天気は良好でC隊の後藤副隊長と尾形さん

がGⅡに登頂した。昨日とは反対に登頂したC隊

におめでとうと伝えてからC1へ向かった。

■連続登頂を目指してⅡ峰へ

C1で休養の後、GⅡへ向かう。すでにC隊に

よってルートもできている。天気さえ良ければ登

れる。もちろん目標は全員登頂だ。順応の遅れて

いた馬場、岩崎(栄)隊員やC隊の綿貫、田島にも

がんばってもらいたい。C2、C3とl1頂調に登り

14日にアタック。酸素を使用している宮崎さんは

ぐんぐん先に進んでいく。馬場さんも酸素を使っ

ていたがレギュレーターの調子が悪いらしく我々

と前後して登っている。雪壁を登りきると左へ続

くナイフリッジ。その終わりはGⅡの頂上だった。

アタックした全員が登頂し自分もふたつ目の8,000

m峰の頂上に立った。7日前に登ったGIが美し

く見えていた。

■テイクアウトしてBCを去る

B隊がGIへの登山を中止した事により群馬岳

連の登山活動は終わった。帰りのキャラバンの梱

包作業にとりかかる。登山活動が長くなれば必要

となるはずだった食料が大量に残った。少人数の

遠征隊分ほどの量だ。キャラバンに使わないもの

は焼却する事にした。

BCを去る日、まだ燃えきらない食料を岩崎

(洋)隊員が、かきまぜていた。すでにポーターは

出発し隊員も準備のできた者から歩き始めている。

なかなか燃えきらないので最後に残った5人でつ

ついたり、かきまぜたりしてみる。明日はゴンド

ゴロ峠を越えなければならないのでゆっくりして

いるわけにはいかない。チョゴリザの向こう側に

は雲が来ていた。10時頃やっと燃やし終わりBC

を後にする。もうすでにポーター達の姿は見えな

くなっていた。ふりかえるとモレーンに沿ってあっ

た大テント村は消え去り、2つ3つポッンとテン

トがあるだけになってしまった。自分の初の八千

メートル峰となったGIにも少し雲がかかり始め

ていた。
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先生も香った

ガッシャーブルムⅡ峰

匙蝉一

録■雲の上の先輩たち 識－－－“

田 島 崇行1997年7月14日、無風快晴の中、最後の雪壁を

登りきり、左へちょうど1ピッチのナイフリッジ

を高まる気持ちを抑えながら、軽くなった足を一

歩一歩前へ出して行く。名塚隊長の背中を追い掛

けながら……。

この遠征のことを初めて聞いたのはたしか、95

年の4月頃だったと思う。名塚隊長からの誘いだっ

た。そのころ私は高校を卒業して、車の免許も取

り毎週のように棒名山の黒岩というゲレンデに通っ

ていた。そこで名塚隊長から誘われた。そして、

今回の隊員の星野さんからも。

名塚さん、星野さんは私にとってまさに雲の上

の人、憧れの人だった。この大先輩に初めて会っ

たのは私が高校生の時。群馬の高体連吾L部で春

休みに、雪の中の尾根で行われる講習会だった。

そこに講師として名塚さん、星野さんが来てくれ

ていた。とくに星野さんは、私が一年の時に私た

ちのパーティに入ってくれて雪山の基本をよく教

えてくれた。そして帰りにいっしょに記念写真を

撮ってもらった。それから2年後にはいっしょに

山を登っていた。

今でも幼心に、先生が山に登っていたことを覚

えている。そして今、私に山登りを洗脳した人？

が登った山、ガッシャーブルムⅡ峰に登ろうとし

ている。何という偶然だろう。

そんなことがあって高校では山岳部に入った。

そして岩登りや雪山が登りたくて、高校2年の時

に、群馬登高会に入会した。それから本格的に登

山するようになった。

そして、高校を卒業し、名塚さんや星野さんか

ら遠征に誘われてからは、会社に勤めていたので

多少、お金の自由がきくようになり、今まで以上

に真剣に登山をするようになった。

それから2年が過ぎ、登山隊の隊荷の梱包、そ

して輸送も終り、5月17日、日本を出発する。

パキスタンの山に行くのにまず初めに行ったの

はネパール。ネパールには行きたかったので、ラッ

キーだった。

■先発としてネパールへ

ネパール先発として行った人は、私たちよりも

先にネパールに入っていた野沢井さん。そして、

星野さん、深瀬さん、田島の4人だった。

何をするためにネパールに行ったかというと、

今まで群馬岳連がカトマンズにデポしていた装備、

特にテントや登鑿具、そして連絡官に支給する装

備などの買い出し、パキスタンに送ることだった。

ネパールでの仕事は無事終ったが、自分のカラ

ダは無事ではなかった。初めての海外、しかもネ

パールである。お決まりの(？)ゲリである。ネパー

ルに来て4日目、特大ステーキをおなかいっぱい

食べてしまった。たぶんそのせいでゲリになった

のだと思う。ゲリはパキスタンに行ってもなかな

■保育園の柳沢先生

私が登山を始めたのは高校の時。山岳部に入っ

てからだった。中学のころから山に登りたいと思

うようになったが、もしかしたらもっと前に私の

頭の中に登山というものを洗脳したひとがいたの

かもしれない。いたとすればその人は、私が保育

園に通っていた時の保母さん、柳沢伸子さんだと

思う。

柳沢先生は今回の隊員の吉田文江さんたちといっ

しょに、今回私が登る山、ガッシャーブルムⅡ峰

に1988年女子登翠クラブの隊員として参加し、登

頂している人だった。
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か治らず、登山をする前からとてもつらかった。

5月24日、カトマンズを出る。そしてバンコク

経由でパキスタンへ。

そして次の日の25日の夜中と言うか、朝という

かわからないが、3：25くらいにバンコク空港を

出発して、7:30にパキスタンのイスラマバード

空港についた。そして今回宿泊するラワルピンディー

のフラッシュマンズホテルヘ。

■バルトロ氷河へ

今日はゆっくりできると思ったら、やっぱりあ

まくはなかった。ホテルについてすぐに灼熱の町

へ買い物に行かされた。行き場所は、ラジャバザー

ル。すごい人の数だった。

ラワルピンディ一では朝早く起きて作業、そし

て昼は休んで、また夕方作業をする。

5月30日、夜、本隊到着

6月2日、朝、トラック2台に隊荷をつめ込む。

トラックは先にスカルドヘ。

6月3日、スカルド先発出発。そして6月5日

後発が出発、私は後発。車はスカルドを目指して

カラコルムハイウェーを快適にとばして行く。途

中チラスで1泊し、2日目は登山より怖い道だっ

た。ガードレールも無い、落ちればインダス河へ

まつ逆さま。そんな怖い時は寝て過すのが一番。

そして、目がさめた時は、穏やかな河原の横を走っ

ていた。もうすぐスカルド。

スカルドではK2モーテルに泊った。

スカルドでは最終の食料や装備の買い出し、ナ

ンバリングをして、6月8日、キャラバンを開始

した。

最初はジープ。ガタガタ道を走り、途中つり橋

が流されていて、ロープでジープを引張り、アス

コーレまで。今日もガタガタ道の中、車の中で寝

てしまった。私はどこででも寝れるのだ。他の隊

員から「田島は寝てばっかりだ」と登山中ずっと

言われてしまった。本当によくいろいろな所で寝

ていた。

キャラバンは11頂調に進み、パイユで高所順応の

ため、裏山に登りに行った。ウルドカスでは、ボ

ルダリングもやった。ウルドカスからはトランゴ

タヮーがよく見えた。とても登りたかった。

ウルドカスを出るとすくゞにブロード・ピークが

見えた。やっぱり八千メートル峰は大きい。

コンコルディアでは順応のためにブロードBC

へ。ブロードBCへ行ってコンコルディアに帰っ

てくると頭が痛かった。そのころから高度障害が

出はじめた。

そして、ガッシャーブルムBCに入る時はもう

フラフラ、歩くのがつらかった。おかげで登山開

始が他の隊員より1日遅くなってしまった。

■いよいよC2/､

6月19日ガッシャーブルムBC着。モレーンの

上にベースキャンプを建設し、22日から他の隊員

はC1へ向けて行動を開始した。

翌日、23日、私は行動を開始した。歩き始めた

頃はカラダの調子は良いと思ったが、だんだん歩

いて行くとやっぱり高度になれていないカラダに

はきつく、20mくらい歩いては休むというかんじ

だった。そんなことで結局C1にはつかなかった。

下りはもっと最悪だった。もうフラフラやっとの

ことでBCについた。

翌日は無事C1往復。もう1回C1を往復し、

27日にC1入り。やっぱり頭が痛い。パファリン

を飲んで早く寝た｡C1は氷河の上でとても熱い。

28日は雪の降る中、C2往復、C2へのルート

は取付きから氷。フィクスロープにユマールをセッ

トしてゆっくり登る。2P目からは雪壁になった。

雪壁を数ピッチ登るとリッジに出る。あとはリッ

ジ。C2の手前で20mくらい下り、ナイフリッジ

を2P登り、雪壁を登るとC2｡C2はとても広

く安定した雪稜の上。まだテントは張っていない

ので、すぐに下りた。

C1につきゆっくりしていたら頭が痛くなって

きた。翌朝起きてびっくり。顔がパンパン。寺田

さんに、「まるでアンパンマンだ」と言われてし

まった。頭痛も治らず、食欲もなく、つらい一日

だった。外はずっと雪がふっていた。今日は停滞。

翌日は、BCへ下山。私の場合は、高度障害を

なおすため。他の隊員は雪のため下山。もし雪が

降りつづかなければ1人でBCへ下りなければな

らなかったので、A隊、C隊の両隊の隊員全員で

下山できたのは私にとってはよかった。やっぱり
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翌日はレスト。C1のテントをすこし動かして

整地した。これでC1では快適にねれる。

6日はC2往復。7BC2へ移動。そしてA隊

が、ガッシャーブルムI峰に4名登頂。登頂する

頃無線を聞きながらGIの方をずっと見ていたが、

肉眼では何も見えなかった。

翌、8日、後藤隊長、尾形さん、シェルパのナ

ワン・ドルジェがガッシャーブルムⅡ峰に登頂。

その頃私は、C3へ順応のために登っていた。

私も早く頂上に立ちたいと思いながら。でも7,000

mを越えるとつらい。思うように歩けなかった。

今日はC2へ下りて、翌日C3へ移動。

C3へは30P。とても長かった。7,000mくら

いまではけつこう急な雪壁。そしてゆるやかな雪

稜、その上はミックスの岩稜、そしてC3o

C3は、過去の隊が残していったテントがいっ

ぱいあった。

7月10B1回目のアタック。寺田さん、綿貫さ

ん、シェルパのノルブと私の4人で。暗いうちは

天気が良かったが明るくなってから、吹雪になっ

た。そのため7,800m付近でアタック中止。下山

1人で雪の中、氷河の上を歩いて下山するのは怖

かったから。

BCへ下りたら今までのつらさがうそのように

なおり、食欲も出てきた。顔ももとに戻った。

1日BCで休養をとり、7月2日再びC1へ上

がる。まだカラダがつらい。

翌日、C2往復。尾形さん、後藤さんがラッセ

ルをしながら、雪に埋まったロープを掘り出しな

がら登って行く。私はまだ6,000m以上の高所に

なれていないので、ラッセルをしている2人にお

いつけない。それに尾形さん、後藤さんは強すぎ

る。そんなかんじで登って行き、C2のすこし手

前のナイフリッジの手前に荷上げしてきたロープ

などをデポをして今日はC1へ下りた。

7月4日、C2建設。だんだんC2の高度にも

なれてきた。今日は外国隊の人がいっぱい登って

きた。天気もいいし、トレースもついたし。C1

への下りは登ってくる人とすれちがうので、けつ

こう大変。

■初めての八千メートルの頂（最年少登頂）

東 京新聞 の本の

’山の情報誌岳人

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

年
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

叩
１
巳
ｓ
４
５
ｓ
フ
日
ｇ
Ⅲ
Ⅲ
肥

★
★
★
★
★
★

特R1作画

南米インカ・トレイルを行く

春のフンザとバルトロ氷河

ネパールの夢のトレッキング

初夏のロッキー特選コース

中部の山岳会と奥美濃の山

創刊50年世界のアルピニストたち

仙台のクラブ、東北の沢を行く

屋久島の緑深い峰々と人

山の達人と訪ねる秋の北海道

撮影クラブと秋の大峰山脈へ

フリークライミング天国・岡山

冬の奥秩父に生きる山人たち

第1特集

日本の雪山大作戦

富士見十三州の山

山スキー大滑降

アルプスの雪稜

花と森の山旅

私の花の名山

今から間に合う海外の山

みちのくの山と沢

修験の山は名山

紅葉の山、尾瀬と南会津

晩秋、湯けむり紀行

身を守る雪山技術

毎月15日発売(§含開胃)定価670円

■本誌の年間瞬読ご案内

本誌の購読は、全国の書店、東京新聞販売

店、中日新聞販売店、北陸中日新聞販売店

で承ります｡

直接購読ご希望の方は、とじ込みの振替用

紙に「岳人何月号」からとお書きのうえ、

送り先郵便番号、住所、氏名を明記して、

ご送金ください。

郵送料は通常号116円、特大号124円です。

年間購読料{蝿,480円で送料は当社負担で或

お求めの本誌に乱丁、落丁がありましたら

お取り替えいたします。
(★は特大号となります）

東京新聞出版局(悪轆)聖篭蕊驚蕊鵠鯉溌坐難
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中目が見えにくくなった。今日はそのまま一気に

C1へ下山した。

次の日は休養をして、12日にA隊といっしょに

アタックのために上へ移動。12日にC2，13日に

C3"､｡アタック失敗後の登り直しはつらかった。

7月14日、A隊といっしょに2回目のアタック。

遠くの方では雷が光っていた。3時30分出発。2

回目のC3から頂上への道は気分的に楽だった。

C3から右上して6時にコルに着いた。1回目は

ここまで。コルから見る頂上はけつこう近くに見

えた。コルから雪壁をゆっくり、確実に登り、フィッ

クスロープに助けられながら、雪壁を登りきる。

頂上まではあとナイフリッジを1P。もう頂上に

は数人いた。名塚隊長の背中を必死に追いかけな

がら歩く。息のくるしさもあまり感じない。そし

て頂上まであと数メートルの所で、おさえきれず

涙が出てしまった｡8時20分、ガッシャーブルム

Ⅱ峰の頂上に立った。頂上ではおもいっきり泣い

てしまった。

頂上には1時間ちょっといた。写真をとり、ビ

デオを回し、石をひろいあっという間にすぎてし

まった。やっぱりK2は大きかった……。

ここまでつれて来てくれた先輩たちに心から感

謝した。そして今回の登山ですこしは高所に対す

る自信がついた。今日の経験を、今後の登山に生

かし行きたいと思う。

今後は6,000mくらいの山でおもしろそうなルー

トや、ビックウォールを登ってみたいと思ってい

る。

一一一

蕊撫蕊識驫蕊認議議蕊駕篭鵜譲繊議嬢蕊

HAJは、1967年10月に創立され、緒先輩達の

努力により本年、30周年を迎えることになりまし

た。これを機会に記念の幾つかの行事を行うこと

となりました。概要は下記のとおりであります。

執行部としましては、これらの行事にかかる費用

につきまして、極力外部資金の導入などを計って

賄う予定でありますが、会員の皆様にも資金のご

協力を仰ぎたくここにお願い申し上げます。

記

l.お願いする金額：一口1万円

＊機関誌「ヒマラヤ」誌上にて氏名・口数を

公表します。（匿名を希望される方は、そ

の旨ご連絡下さい｡）

2．記念行事の概要：

1）式典関係：

式典：1998年1月25日(B)(300名程度

を予定）

午前：右記のとおり

午後*ネパール、インド、中国から登山

関係者を招請し、それぞれの国の

登山環境の現状と問題点について

講演をお願いする。

夜間：記念祝賀会

2）出版関係：

1.HAJ30年間の行動記録： 500部

2.ヒマラヤ日本隊のまとめ:500部

3.ヒマラヤ日本隊遭難事故事例集:1000部

4機関誌「ヒマラヤ」総索引： 200部

3）野外関係：

それぞれのヒマラヤ諸国で行われる行事

にあわせて臨時派遣。

4）写真展：

会員からヒマラヤの「この一枚」を募集

し、展示する。
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－日本ヒマラヤ協会創立30周年記念行事案内一

1998年1月25日（日）

1.式典・講演の部

1）場所：科学技術館・サイエンスホール

2）日程：

9:00開場

9:10主催者挨拶（会長遠藤登）

招待者紹介、感謝状贈呈

9:3030年間のあゆみ（理事長稲田定重）

10:40記念講演：ヒマラヤの三大峰を語る

〔名塚秀二〕厳冬のサガルマータ南

西壁、チョゴリ北西壁、カンチェンジュ

ンガ北東支稜を登り、ヒマラヤの東か

ら西までの巨峰について、現在日本で

は最も多くの八千メートル峰登頂の記

録（6座7回）を持ち、群馬県山岳連

盟海外研究会委員長、HAJ理事とし

て活躍中の氏が、ヒマラヤの美しさと

厳しさ、そして楽しさを語る。

正午 昼食

13:00講演「ヒマラヤ諸国の登山の現状と問

題点」

中国、インド、ネパールの登山関係者

が、それぞれの国の登山の現状と問題

点について講演する。

17:30閉会

3）会費：無料（公開ですので会員外の方も可）

4）申し込み：電話・FAX・ハガキなどで、住

所、氏名、年令、性別を明記して

〒170東京都豊島区東池袋4-2-7

萬栄ビル501号

日本ヒマラヤ協会

※申し込み者は、すべて出席できます。

当日、直接会場へお越し下さい。

Ⅱ．祝賀会の部

1）場所：九段会館千代田区九段南1‐6‐5

2）日程:18:00[開宴〕

主催者挨拶、内外関係者祝辞

20:00[閉会〕

3）会費:13,000円〔会費の中には「日本ヒマラ

ヤ協会創立30周年記念誌(約300頁)代」

が含まれております。記念誌は当日お

渡し致します〕

4）申し込み：住所、氏名を記入の上「祝賀会」

と明記して郵便振替00100-6-48954

「日本ヒマラヤ協会」宛、会費を納入

して下さい。〆切1月10日まで。

･科学技術館、サイエンスホール ・九段会館

鵜鵡螺九段下駅
胃国通り至斬冠 茶の水一

終 皇
一一

…逗館ご"
＝

日本武 堂
＝＝

一一．＝

二ー＝一

鳶群1I嘩鞠
北 の 丸 公園

b
住友商事

一

科堂
q 、 ‘

サイエ

技術館

/スホール 住

葱
首都高速環状線

ｒ
』
〃
ｒ
巴

一
．
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し

ｒ
』
し
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Ｈ
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．
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Ｉ

｢固丑叉轡鰯 F弓-東京国立
L－－近代美術館 交通こ･あんない

●JR東京駅から（車)約5分●JR上野駅から（車)約13分
●JR飯田橋駅から徒歩約10分

●地下鉄東西線･新宿線･半蔵門線九段下駅から徒歩｜分

功
ノ
ぐ

歩

#△道橘
(地下鉄東西線･竹橋下車1b出口徒歩7分北の丸公園内日本武道館手前）
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13日（月）

17日（金）

CMA'､30周年の件FAX

国際山岳博物館関係団体連絡協議会

（於、JAC、山森）

ニンチン・カンサ登山許可受領

ニンチン・カンサ98年希望者へ督促

東京集会（21名）

国際山岳博物館協議会(JAC､山森）

労山を知る会（日本胄年館、山森）

■寸感■

・ハラーの「チベットの七年」が映画化されると

聞いた時には、北インドから西チベットの脱出路

がどのような所なのか興味津々であった。よく考

えてみれば、スチール写真でさえ困難な中印国境

で撮映機が廻わせる筈がないのは簡単に分かるの

だが。ハラーのナチス問題や、中国のチベット入

りに対する見解の相違など、映画の上映そのもの

にまつわるやっかいな問題が各国で持ち上がって

いるようだ。

・ジョン・クラワカーの「空へ」は、ガイド付き

公募登山隊の実態をレポートしている点では、最

近の登山の本の中では大変参考になる一冊であっ

た。同書はそれだけではなく、サウス・コルでの

出来事から、高所で「命を賭けて救助するか」と

の問いに決定的な回答をしている。必読書。（山）
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高山病対策の必携品言

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒー ﾀー のﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)

●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店：日本メディコ株式会社
レンタル・販売問い合わせ先：株式会社テイ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2-5-7KHピル7階
TEL：03-5245-0511FAX：O3-5245-O510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）
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'夕,射でﾌ個鄙赫鮠 減
遠征隊、トレッキンヌ秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

稲犯薮丘禮をBO3-3574-BSBO〃 〒'05東京都港区新橋3-26-3会計ヒル4F 三井航空サービス代理店2452号
＝『…ﾛ…

一

トレッキング・登111隊のI許可取得から航空券・現地W肥までおIjiき受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

トレ､ｿキング･海外登山

懸彗壽紡遊滋縁シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101束京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階盃03(3237)1391(代表）

キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階盃03(3237)83餌(代表）

大阪営業所〒530大阪市北区神山町伝4北j||ビル5F登妬(367)1391(代表）

カトマンズ営業所JAIHIMALTREKKING(P)Ltd.P.O.BOX3017KATHMANDU.NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業印7号

…S峠T0噸

鶴鳶鵜 蕊蕊溌蔦議議議
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●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl冠025(240)2316

●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8冠022(297)2442

●盛岡大通店／〒O20岩手県盛岡市大通l-lO-l6盆0196(26)2122

●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8丑011(222)3535

●ルート36真栄店／〒OO4札幌市豊平区真栄一条2-13-2丑011(883)4477

●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5壷011(747)3062

●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5盆011(219)1413

●旭川店／〒07O旭川市六条通8-37-2丑0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3盃03(3200)7219

●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3盆03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2-18-10恋03(3209)5547代

●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1-16-7念03(3346)0301牝

●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々 木1-58-4冠03(5350)0561

●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-8念03<3295)0622

●神田店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-4盆03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6-1盆03(3295)6060

●八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-12缶0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6盃0426(46)3922

●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4念0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123念048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3盃0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3盃0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1恋025(243)6330

鵜
事務所／〒'69東京都新宿区百人町1－4－’5盃03-3200-1004




